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学校図書館担当の先生やメディアサポーターのみなさん、こんにちは！ 

本号では、読書アンケートの結果や外国語資料について紹介します。 

 

 

【１】こども読書活動に関するアンケートとは 

茨木市のこども読書活動の実態を把握し、読書活動を推進するうえでの基礎資料とするため、

平成 26 年度から定期的に実施しているアンケートです。小学校では２年生と５年生の全児童、

中学校では２年生の全生徒に回答のご協力をいただきました。ありがとうございました。 

【２】アンケート結果から見えてくること 

詳しい集計結果は図書館ＨＰに公開します。今回は２点絞り込んで紹介します。 

● 浸透する電子書籍 

「本を読むのが好きですか」に対する小学生２年生の「好き」「まあまあ

好き」の回答は第１回調査時（Ｈ26）から継続して８割以上です。さらに、

小学２年生は電子書籍について「よく読む」「ときどき読む」の回答が増え

ており、こどもたちにとって電子書籍が身近になってきたと推測できます。 

電子図書館なら、図書館に来る時間がない小中学生でも気軽に   

読書が楽しめる！ＰＲによりいっそう努めます！ 

● １ヶ月に１冊も本を読まない中学生の増加 

１か月に１冊も本を読まないと回答した中学生が前回（Ｒ４）の 7.3％から今回 22.6％と大

幅に増加しています。給食時間の確保のため、朝の一斉読書を廃止した中学校もあることが原

因の一つではないかと考えられます。 

   読書習慣の形成には乳幼児期からの切れ目のないアプローチが欠かせませんが、中学生ま

での読書習慣は青年期にとって重要です。中学生までに読書の習慣があれば、高校生活で他

の活動が忙しくなっても、進学・就職後に読書習慣を取り戻す可能性があります。今後も継

続して、図書館、地域、学校などが連携し、こどもの読書活動を推進していくとともに、そ

の活動を支え、推進していく人材を育成する取り組みを進めていきます。 

こども読書活動に関するアンケートへのご協力ありがとうございました！ 

 茨木市立図書館 

     ねっとわーくだより 
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前号も紹介した「りんごの棚」ですが、中央図書館と穂積図書館でりんごの棚を設置しました。読

書バリアフリーや多文化共生についての日本語の児童書は近年何点か発行されていますが、外国語

絵本はどんな本が入手可能なのかなかなか把握しづらい状況です。 

「日本図書館協会」の多文化サービス委員会のページでは「多文化サービ

スは何からすればいいのか」といったＱ＆Ａから外国語資料の購入先まで、

たくさんの参考になる情報が集められています。ぜひ一度ご覧ください。 

日本図書館協会多文化サービス委員会（右図からもご覧いただけます） 

https://www.jla.or.jp/committees/tabunka/ 

 

 

 

 中央図書館と４分館で外国語絵本の受入を進めています。中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語

など、さまざまな言語の絵本を集めました。外国にルーツをもつこどもたちにも、外国に興味があるこ

どもたちにも手に取って楽しんでいただけます。 

 茨木市立図書館にある外国語絵本を言語別に検索する際は、詳細検索で「言語コード」から言語を選

択して「検索」を押せば一覧が表示されます。日本語タイトルも本の情報に入力しているので、定番絵

本のタイトルを検索すればいろんな言語の絵本の所蔵を調べることもできます。 

★ 現在最もいろんな言語パターンがあるのはエリック・カール著の『はらぺこあおむし』です。★ 

 

図書館名 住所 電話番号 ファックス番号 

中央図書館 畑田町１－５１  072-627-4129 072-627-7936 

おにクルぶっくぱーく 駅前三丁目９－４５ 072-622-2476 072-622-2488 

水尾図書館 水尾三丁目３－１８  072-637-4416 072-637-4419 

庄栄図書館 庄二丁目２６－１２ 072-620-1171 072-620-0066 

穂積図書館 松ヶ本町８－３０ ｲｵﾝﾓｰﾙ茨木内 072-620-1056 072-627-6302 

問合せ先 

外国語絵本の探し方 

【図書館ホームページ学校園連携ページ】https://www.lib.ibaraki.osaka.jp/info/cooperation/index.html 

多文化サービスはじめの一歩 

茨木市立図書館のWebOPAC 

拡 大  

言語を選択してください。 


